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センター各部⾨のマークだよ。どの部⾨か分かるかな？ 

答えは最後のページ 
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の請求
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設備管理者と
システム管理者

が相談

システム管理者
が

システムに
設備登録

システム管理者
が

利⽤者を登録

設備管理者

と
利⽤者が相談

利⽤者が
システム
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が承認

利⽤者が
設備を利⽤

利⽤者が料⾦を
⽀払い

設備管理者が
受取

・システムへの利⽤者の登録は、研究設備サポート推進室が

随時⾏います。

・利⽤者は設備の予約をする前に、設備管理者と事前に相談し、

設備管理者のルールに従って利⽤します。

・研究基盤センターが管理する機器は登録されていませんので、

通常の予約システム内からご利⽤ください。

・学内の設備管理者は、システムに⾃⾝が管理する設備を登録し、⾃⾝が利⽤単価を決め、利⽤料⾦の
90％を受領することができます。（10％は予約システムの運営管理費です。）

・システムへの設備の登録、研究設備サポート推進室が随時⾏います。
・料⾦計算、利⽤者への請求、設備管理者への⽀払いは、研究設備サポート推進室と研究推進課が利⽤
者と設備管理者の所属部局を通して⾏います。

・詳細は、HPのサブメニュー各種マニュアル＞研究設備共同利⽤予約システム関係をご参照下さい。

◇お手持ちの機器を共同利用登録してみませんか？

研究設備サポート推進室 078‐803‐5982 csrea‐morf@research.kobe‐u.ac.jp

◇ご利用の流れ

◇利用してみませんか？

登録相談

システム
管理者

利⽤者設備管理者

設備提供

設備利⽤

システム運営・課⾦処理

利⽤者登録相談

学内の研究設備を予約利用できることをご存知ですか？
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 予備印刷として布印刷1枚につき普通紙1枚を無料で印刷できます。
 研究基盤センターの登録利用者が対象のサービスです。
 プリンターに接続するパソコンと印刷データをご持参ください。

（※初回にキャノンIPF750のPrinterDriverをインストールの必要があります）
 研究基盤センターHPの予約システムよりご予約を受付ます。

・1枚30分としてご予約ください。
・お一人で利用される場合は、共同利用者欄に自分の名前をご入力ください。
・備考欄に印刷枚数をご入力ください。
・学生の方も利用できます。（※備考欄に指導教員名と所属を要入力）

 詳細はURL: http://www.csrea.kobe-u.ac.jp/in_printer.htmlをご覧ください。

設 置 場 所：極低温部門棟 2階 203室
布ロール紙：A0サイズ 1枚 ￥3,000
問い合わせ：078-803-5996 極低温部門

csrea-teion@research.kobe-u.ac.jp

研究基盤センター予約システム
から布専用プリンターが予約利用
できます！！

神戸大学研究基盤センター
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ポスター
番号

発表者氏名
Presenter name

発表タイトル
Title of summary

発表者所属
Affiliation

ページ番
号

列1 列2 列5 列7 列8

A01 高田 紗都子
Brassica rapa  L.における春化によるFLC の発現変

化の系統間⽐較
資源生命科学専攻

Bioresource Science
7p

A02 宮路 直実
アブラナ科野菜の白さび病抵抗性遺伝子の単離に向け

て
資源生命科学専攻

Bioresource Science
7p

A03 吉岡 優介 根系の光環境が植物のリン酸応答に与える影響
生物学専攻

biology
8p

A04 樋口 里樹 細胞内共生を行う緑藻の細胞表層タンパク質の解析
生物学専攻

biology
8p

A05 寒川 祐美
4-Hydroxyderricinによる筋タンパク質分解抑制効果の検

証とその分子機構解明
生命機能科学専攻

Agrobioscience
9p

A06 池田 真規 (-)Epigallocatechin-3-gallteの標的分子探索
生命機能科学専攻

Agrobioscience
9p

A07 松田 彩
シロイヌナズナの病原菌応答に寄与する3-へキセニルア

セテートの生理機能の解明
生命機能科学専攻

Agrobioscience
10p

A08 松浦 凪沙
シロイヌナズナGSTの酸化ストレスに関わる生理機能の

解析
生命機能科学専攻

Agrobioscience
10p

A09 石橋 美咲
Evaluation of exogenous auxin to strawberry allergen Fra

a during fruit ripening
資源生命科学専攻

Bioresource Science
11p

A10 青木 仁美
シロイヌナズナの2-hexenal情報伝達系に関わる因子の

探索
生命機能科学専攻

Agrobioscience
11p

A11 多田 遥人 ヌクレオチド除去修復における損傷認識機構の解析
生物学専攻

biology
12p

A12 足助 聡一郎
いもち病菌と普通系コムギ間の非親和性を支配する

非病原力遺伝子のクローニング
生命機能科学専攻

Agrobioscience
12p

B01 木股 寛統
カチオン性サンドイッチ化合物をゲストとする配位高分子

の構造と熱物性
化学専攻
chemistry

13p

B02 真利 大地
Regiocontrolled Halogen Dance of Bromothiophenes and

Bromofurans
化学専攻
chemistry

13p

B03 名倉 椋
シリルエノールエーテルの転位を利用したシクロアレン前

駆体の効率的合成
応用化学専攻

Applied Chemistry
14p

B04 井口 博貴 Polythiophene/graphene複合体の作製と分散性評価
応用化学専攻

Applied Chemistry
14p

B05 雛本 樹生
表面プラズモン増強複合アップコンバージョン

ナノ粒子の開発
電気電子工学専攻

electrical and electronic engineering
15p

B06 小島 拓也
Size-dependent Photocatalytic Activity of Colloidal

Silicon Quantum Dot
電気電子工学専攻

electrical and electronic engineering
15p

B07 山本 翔太
ガン細胞に選択的な毒性を示すpH応答性ペプチド脂質

の開発
応用化学専攻

Applied Chemistry
16p

B08 曲師 香緒里
Aβ1-40 のアミロイド線維形成と膜破壊能に対するpH

の効果
化学専攻
chemistry

16p

B09 西田 真一朗
肝細胞認識ペプチドを用いたAFMによるB型肝炎感染機

構の解明
応用化学専攻

Applied Chemistry
17p

B10 河津 知樹
センサ応用に向けたAdhesion Lithographyによるナノ

ギャップ電極の作製
電気電子工学専攻

electrical and electronic engineering
17p

B11 多田 康洋
コロイド状シリコンナノ結晶を用いた

フレキシブル光センサー
電気電子工学専攻

electrical and electronic engineering
18p

B12 河内 剛史
シリコンナノ結晶塗布薄膜によるフレキシブル抵抗変化

型メモリ
電気電子工学専攻

electrical and electronic engineering
18p

B13 松崎 涼介 ZnO薄膜の誘導放出機構における膜厚依存性
化学専攻
chemistry

19p

発表プログラム
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B14 松田 聡 ToF法によるSiナノ結晶塗布薄膜のドリフト移動度解析
電気電子工学専攻

electrical and electronic engineering
19p

B15 井上 僚 ビチオフェン誘導体のつるまき状分子不斉誘起
応用化学専攻

Applied Chemistry
20p

B16 山根 由暉
ハロゲンダンスを経由する多置換チオフェンの新規合成

法の開発
応用化学専攻

Applied Chemistry
20p

B17 Chatterjee
Suchismita

Approach to Modulation of Surface and Bulk Properties
Using An Element Block Copolymer

応用化学専攻
Applied Chemistry

21p

B18 吉崎 達也
低損失な入出力部を持つ光導波路センサデバイスの研

究
電気電子工学専攻

electrical and electronic engineering
21p

B19 原 真奈美 高分子塗布によるポリプロピレンの表面修飾
応用化学専攻

Applied Chemistry
22p

B20 東浦 智輝
Au Elongated nanocapによるアップコンバージョンナノロッ

ドの発光増強
電気電子工学専攻

electrical and electronic engineering
22p

B21 對馬 恵美 六方晶窒化ホウ素の深準位不純物由来の発光特性評価
化学専攻
chemistry

23p

B22 崎山 真
生体の第二光学窓領域に発光を示す水分散性シリコン

量子ドット
電気電子工学専攻

electrical and electronic engineering
23p

B23 中村 俊之 ボロンフォスファイド（BP）ナノ結晶の光触媒効果
電気電子工学専攻

electrical and electronic engineering
24p

B24 志賀 隆之　 フレキシブル基板上への構造色発現
電気電子工学専攻

electrical and electronic engineering
24p

B25 酒井 梨嘉 蛍光物質による表面提示アジド基定量法の開発
応用化学専攻

Applied Chemistry
25p

B26 大畑 祐貴
金属イオンを用いたシリコン量子ドット高次構造の形成と

電気伝導特性評価
電気電子工学専攻

electrical and electronic engineering
25p

B27 下地 恭平
トランスサイレチン凝集反応のpHおよび塩濃度依存性の

解析
化学専攻
chemistry

26p

B28 冨田 康平
リグノセルロースナノファイバー表面のリグニン分布解析

手法の開発
科学技術イノベーション専攻
Technology and innovation

26p

B29 生野 陽一 窒化チタンナノ粒子の単一粒子光学特性評価
電気電子工学専攻

electrical and electronic engineering
27p

B30 別宮 晃治
多価イオン照射による多層カーボンナノチューブの構造

変化と自己修復
物理学専攻

physical science
27p

C01 谷本 泰士
パターン化モデル膜を用いて光シグナル伝達における脂

質ラフト機能を解明する
生命機能科学専攻

Agrobioscience
28p

C02 岡本 翔 強磁場・テラヘルツ領域におけるヘミンのESR研究
物理学専攻

physical science
28p

C03 下城 世那 Co正方格子反強磁性体のESR測定
物理学専攻

physical science
29p

C04 加藤 安佳梨
ヌクレオチド除去修復の開始を制御するクロマチン構造

の役割
生物学専攻

biology
29p

C05 中田 壮人 金属還元酵素ヒトSteap3の分子機能解明
化学専攻
chemistry

30p

C06 滝田 茉央
炭酸カルシウム結晶制御を目指したカルシウムイオンと

結合する自己集合型ペプチドの分子設計
化学専攻
chemistry

30p

C07 門村 友
広帯域誘電分光法によるリン脂質の動的挙動に及ぼす

水和の影響
化学専攻
chemistry

31p

C08 平松 優一
光ポンプ-テラヘルツプローブ分光法によるバルクヘテロ

接合型有機半導体における電荷キャリアの挙動
化学専攻
chemistry

31p

C09 加賀谷 航平 ジアジノキサンチンの励起緩和ダイナミクス
化学専攻
chemistry

32p

C10 本岡 香奈 セントポーリアの温度感受に関わる分子機構の解析
生物学専攻

biology
32p

C11 福澤 美咲 線虫Cytochrome b 561ホモログCecytb-2分子機能解析 化学専攻
chemistry

33p
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C12 藤本 達也
波長可変テラヘルツ光源を用いた磁場中ESR分光法の

開発
物理学専攻

physical science
33p

C13 小林 佐和子
親水性高分子とパターン化脂質膜を組み合わせたモデル

生体膜の構築
生命機能科学専攻

Agrobioscience
34p

C14 濵治 麻理奈
マウス肝細胞におけるイバラキウイルス（IBAV）増殖抑制

に関する研究
資源生命科学専攻

Bioresource Science
34p

C15 林 沙英 ABCトランスポーターのヘム輸送機構解析
化学専攻
chemistry

35p

C16 安藤 公二
人工生体膜とナノ空間を組み合わせた1分子計測技術の

開発
生命機能科学専攻

Agrobioscience
35p

C17 山田 皓生 中期更新世半ばに開始した夏の湿潤化
惑星学専攻
planetology

36p

C18 石村 謙斗
メンブレン型ピエゾ抵抗センサーを用いた高感度磁気測

定
物理学専攻

physical science
36p

C19 小松 亮太 人工生体膜とポリマー材料を用いたナノ空間の創成
生命機能科学専攻

Agrobioscience
37p

C20 田村 芙由子 膜貫通型タンパク質の解析に適したモデル生体膜の構築
生命機能科学専攻

Agrobioscience
37p

C21 堀江 秀和 マイクロカンチレバーを用いた高感度力検出装置の開発
物理学専攻

physical science
38p

C22 里和 玲伊
阿多火砕流堆積物中の火砕サージ堆積物と

鹿児島県薩摩半島南岸に分布する粗粒岩相について
惑星学専攻
planetology

38p

C23 宮崎 大輔 有機ダイヤモンド鎖型反強磁性体の強磁場ESR測定
物理学専攻

physical science
39p

C24 吉永 岳朗
PrM2Al20(M = Ti, V)及び関連物質の純良単結晶育成

と電⼦状態の研究
物理学専攻

physical science
39p

C25 吉田 寛志
鶏パラトロポミオシン構成サブユニットの機能に関する研

究
生命機能科学専攻

Agrobioscience
40p

C26 兼吉 潤
圧力誘起超伝導体CrAsの純良単結晶育成と高圧下

dHvA測定
物理学専攻

physical science
40p

C27 岩切 泰和 強磁性的臨界状態にあるCeRh6(Ge1-xSix)4の物性測定 物理学専攻
physical science

41p

C28 出口 健太 高感度磁気チップ付きマイクロカンチレバーの開発
物理学専攻

physical science
41p

C29 松井 隆志 熱電物質テトラへドライトのNMR による研究
物理学専攻

physical science
42p

C30 中瀬 迅 カゴの中にサマリウムを入れてみた！
物理学専攻

physical science
42p

C31 小嶋 佐妃子
モデル生体膜を利用した脂質修飾膜タンパク質の機能解

析
生命機能科学専攻

Agrobioscience
43p

C32 伊藤 誠也 新しい直方晶化合物Ce3NbRh4Ge4の基礎物性測定 物理学専攻
physical science

43p

C33 田畑 琢也
ヒト由来生理活性物質を特異的に検知する酵母in vivoバ

イオセンサ
科学技術イノベーション専攻
Technology and innovation

44p

C34 岩村 咲良
5-アミノレブリン酸近縁物質による「負」の遺伝子発現制

御
生命機能科学専攻

Agrobioscience
44p

C35 田中 節彦
5-アミノレブリン酸近縁物質による「正」の遺伝子発現制

御
生命機能科学専攻

Agrobioscience
45p

C36 飼馬 知明
凝集誘起発光特性を有するカルバゾール誘導体の合成

及び光物性研究
化学専攻
chemistry

45p

C37 桑田 祥希 絶縁体が超伝導に！？
物理学専攻

physical science
46p

C38 築地 孝和 RRh6Ge4（R = 希土類元素）の単結晶作製と物性測定 物理学専攻
physical science

46p

C39 岡田 健 ナノ素材を用いたキセノン中ラドン不純物分離の研究
物理学専攻

physical science
47p
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C40 中来田 卓磨 5-アミノレブリン酸植物トランスポーターの解析
生命機能科学専攻

Agrobioscience
47p

C41 大木 瑛登 新しい圧力下強磁場ESR装置によるCsCuCl3の研究 物理学専攻
physical science

48p

C42 久保田 創
場の量子論で理解される励起モードの観測
ーS=1/2 KCuMoO4(OH)の高周波ESR測定ー

物理学専攻
physical science

48p

D01 中村 穂高 加速器を用いた固体ブランケット候補材料の組成分析
海事科学専攻

Maritime Sciences
49p

D02 西村 洋亮
ピンホールコリメータを用いた高エネルギーガンマ線イ

メージングシステム開発
海事科学専攻

Maritime Sciences
49p

D03 武田 翼 非化学量論組成のLi2TiO3におけるCO2吸収特性 海事科学専攻
Maritime Sciences

50p

D04 藤田 尚希 その場イオンビームグラフト重合法の基礎研究
海事科学専攻

Maritime Sciences
50p

D05 中島 優一
重イオンビームプローブ法に用いる検出器の測定精度向

上に関する研究
海事科学専攻

Maritime Sciences
51p

D06 吉岡 良兼
重水素プラズマ診断のための高エネルギーガンマ線計測

技術
海事科学専攻

Maritime Sciences
51p
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Brassica rapa L.  

FLC  
1 2 ( ) 2 2 

  1 2 
 

(Brassica rapa L. var. pekinensis)  (B. rapa L. var. 
perviridis) 

FLOWERING LOCUS C (FLC)
H3K27me3

B. rapa FLC
Homei

RT-qPCR BrFLCs
FLC

2 21 7 RT-qPCR FLC
Homei FLC FLC
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Albugo candida  (Brassica rapa L.) 

QTL-seq
5

 
QTL-seq DNA 7

DNA QTL-seq
5 2.9Mbp

 
Brassica Database
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4-Hydroxyderricin

 
 

   
 

4-hydroxyderricin
xanthoangelol glabridin
4-hydroxyderricin

L-[3,5-3H]-tyrosine C2C12 (Dex)

Glucocorticoid receptor (GR)
4-Hydroxyderricin GR Dex 3H-dexamethasone

Dex 10 µM 4-hydroxyderricin
Dex FoxO3a GR Dex
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Evaluation of exogenous auxin to strawberry allergen Fra a 

during fruit ripening 
Misaki Ishibashi, Hiroki Yoshikawa, Yuichi Uno 

Graduate School of Agricultural Science, Department of Plant Resource Science, Doctor Program 
 
 Strawberry fruit contain the allergenic proteins that cause oral allergic syndrome symptoms. The hypothesized 
major allergen is Fra a protein, which belongs to the pathogenesis-related 10 protein family responsive to 
environmental factors and plant hormones. Auxin is an important plant hormone in strawberry that controls fruit 
fleshiness and ripening. In this study, we investigated the responses in Fra a expression to exogenous auxin.  
 We treated strawberry fruits (Fragaria ananassa cultivar. Akihime) with auxin or auxin inhibitors at pre- and 
post-harvest stages, and analyzed Fra a transcriptional and translational levels during fruit development by 
real-time PCR and immunoblotting. Pre-harvest treatment with 1-naphthaleneacetic acid (NAA) alone did not 
affect Fra a expression, but applied in conjunction with achene removal promoted fruit pigmentation and Fra a 
protein accumulation. It was developmental stage-specific: Fra a 1 was highly expressed in immature fruit and Fra 
a 2 was expressed from young to ripe fruit. In post-harvest treatments, auxin did not contribute to Fra a induction. 
Auxin inhibitor partly regulated Fra a 1 expression and delayed fruit ripening. Fra a expression was not directly 
regulated by auxin, but might be associated with ripening metabolism and/or external factor in a paralog-specific 
manner. 
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[Co(C5H5)2]K[C(CN)3]2 [Ru(C5H5)(C6H5R)]K[C(CN)3]2 (R = H, Me, Et)
 

[Co(C5H5)2]+ [Ru(C5H5)(C6H6)]+

C(CN)3
– 2

 (Fig. 1)
3

100 ℃

Fig. 1. Side view of the crystal structure 
of [Co(C5H5)2]K[C(CN)3]2. 
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Regiocontrolled Halogen Dance  

of Bromothiophenes and Bromofurans 
Daichi Mari, Naoki Miyagawa, Kentaro Okano, and Atsunori Mori 

Department of Chemical Science and Engineering, Kobe University 
 

The base-mediated halogen dance (BCHD)1 involves migration of α-bromo group to β-position through 
intermolecular halogen–lithium exchange. Herein we report a regiocontrolled halogen dance of 
2-bromothiophenes and 2-bromofurans using LDA as a base for developing a reliable and direct access to 
functionalized thiophenes and furans in a regioselective manner. 

Bromothiophenes bearing an acetal moiety underwent selective deprotonation at β-position adjacent to the 
bromo group. In contrast to the acetal group, oxazoline and amide groups act as a directing group in the primary 
lithiation step to promote deprotonation at the 
β-position neighboring to the directing group to give 
the other regioisomer exclusively. Detailed results on 
other directing groups in the halogen dance will be 
also presented. 
(1) (a) Vaitiekunas, A.; Nord, F. F. Nature 1951, 168, 875. (b) Schnurch, M.; Spina, M.; Khan, A. F.; 
Mihovilovic, M. D.; Stanetty, P. Chem. Soc. Rev. 2007, 36, 1046. 
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(1) Quintana, I.; Peña, D.; Pérez, D.; Guitián, E. Eur. J. Org. Chem. 2009, 5519. 
(2) Corey, E. J.; Rucker, C. Tetrahedron Lett. 1984, 25, 4345. 
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Size-dependent Photocatalytic Activity of 

Colloidal Silicon Quantum Dot
Takuya Kojima, Hiroshi Sugimoto, Minoru Fujii

Graduate School of Engineering, Electrical and Electronic Engineering, Master Program

Photocatalytic activity of water-dispersible all-inorganic Si quantum dots (QDs) with heavily B and P codoped 
shells1 were studied by monitoring bleaching of Rhodamine B (RhB) in a mixture aqueous solution of Si QDs and 
RhB under light irradiation. The size of Si QDs was changed from 2.8 to 9.0 nm. Strong size dependence was 
observed in the dissociation rate of RhB. The observed size dependence of the rate could be well-explained by the 
Marcus theory, which considers charge transfer from the LUMO of Si QDs to that of RhB. Quenching of the 
photoluminescence (PL) and the shortening of the lifetime of Si QDs due to the electron transfer were also observed. 
The degree of the lifetime shortening depended strongly on the size. From these two approaches, we demonstrated 
that the quantum size effect plays a crucial role for the enhanced photocatalytic activity of Si QDs. We also show 
that the observed quenching of Si QDs PL due to electron transfer to RhB is reversible, and thus the B and P codoped 
Si QDs can be a stable photocatalyst compared to other types of Si QDs with different surface structures.  

[1] H. Sugimoto et al., J. Phys. Chem. C. 117 (2013)6807.
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[1] Vaitiekunas, A.; Nord, F. F. Nature 1951, 168, 875.
[2] Okano, K.; Sunahara, K.; Yamane, Y.; Hayashi, Y.; Mori, A. Chem. Eur. J. 2016, 22, 16450.
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Approach to Modulation of Surface and Bulk Properties Using 
An Element Block Copolymer 

Suchismita Chatterjee Tooru Ooya 
Graduate School of Engineering, Applied Chemistry, Doctor Program 

A new element block based copolymer, polyhedral oligomeric 
silsesquioxane and 2-(methacryloyloxy)ethyl phosphorylcholine 
(POSS-MPC) was synthesized by radical polymerization. In this study, we 
investigated the effect of R-group in the POSS moiety on thermal, 
mechanical and surface properties of the copolymers. Only 1 mol % of 
POSS was introduced in feeding ratio. In the presence of R= C2H5 in
POSS, the synthesized POSS-MA MPC copolymer demonstrated 
increased thermal (increased ~ 8 ) and mechanical property (Young’s 
modulus). Surprisingly, only C2H5-POSS-MA MPC (Fig. 1) showed 
complete insolubility in water. The R-group (C2H5) in the POSS moiety of the copolymer influenced the 
wettability, hydrophilicity and BSA protein adsorption when coated on the surface.  After 48 hr. NIH 3T3 cell 
attachment and spreading was observed on the C2H5-POSS-MA MPC copolymer coated surface. These studies 
suggested a new approach to enhance and modify the thermal, mechanical and surface properties of MPC by 
incorporating very small amount of POSS moiety, which may be of advantage as surface coating materials.  

 

Fig. 1 Structure of POSS-MPC.
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Fig. 1 Schematic illustration of this study.

Fig. 2 Chemical structure of PMPB.
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